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'１４年度

北海道サケネットワーク総会次第

'１４年１０月８日（士）

佐藤水産文化ホール

開会の挨拶北海道サケネットワーク

代表浦野明央

議 事

【報告事項】

１．『１４年度活動報告

２会員の移動

【協議事項】

1．’１３年度収支決算報告

２．’１３年度会計監査報告

3．’１４年度予算執行状況（中間報告）

４．’１５年度活動計画並びに予算案

５．役員改選

６．その他

W情報交換】

・会員からの』情報
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【報告事項】

1Ｊ14年度活動報告

.＄１３年度総会並びにサケ会議開催（＄１３．１１．２）

・会報第８号発行

・ニニースレター発行（４０，４１，４２，４３，４４号）

２会員の移動

あさひかわサケの会入会（’１３．１１）

【協議事項】

1.113年度収支決算報告

《収入の部》

予算額 決算額科・目 摘要

前期純越金 ４１，５６０ ５９，０３５

会 饗 ４２，０００ ５６，０００

寄付 ､Ｉ ロ

' 合計 ８３，５６０ １１５，０３５

《支出の部》

予算額 決算額科目 摘要

手数科 ２，０００ ８４０

通，信饗 ５，０００ ３，９４０

消耗賊饗 ２，０００ ９，８４８

会議饗 １０，０００ ３０，３７０

会報饗 ロ ロ

予備饗 ６４，５６０ １，９８０

合計 ８３，５６０ ４６，９７３

(次期繰越金１１５，０３５－４６，９７３＝６８，０６２）

科・’二’ 予算額 決算額 摘要

前期繰越金 ４１，５６０ ５９．０３５

会費 ４２，０００ ５６，０００

寄付 ０ ０

合計 ８３，５６０ １１５，０３５

科’三１ 予算額 決算額 摘要

手数料 ２，０００ ８４０

通・信饗 ５，０００ ３．９４０

消耗賊饗 ２，０００ ９，８４３

会議賛 １０，０００ ３０，３７０

会報饗 ０ ０

予備賛 ６４，５６０ １，９８０

ﾝ△、 計1コ ８３，５６０ ４６．９７３
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２．'13年度会計監査報告ヘ

ニ

北海道サケネットワークの、２０１３年度（平成２５年１月１日から平)戎…

２５年１２月３１日まで）の会務、並びにｖ会計の収支決算報告について、諸

帳簿などを監査した結果、適正に執行・処理されていると認めます。

２，０１４年２月１０日

蕊事UjZ72渕参監事

藍事

ｂ

ロ－

3．’14年度予算執行状況（中間報告）

《収入の部》

’ ９月末までの収入額科目 １４年予算額 決算見込額

前期繰越金 ５２，０３５ ６８，０６２．． ６８，０６２

会 贄 ４２，０００ ３５，０００ ４２，０００

寄付． ロ ロ ８１

合計. ９４，０３５ １０３，０６２ １１０，０６２ ■－１

《支出の部》

１４年予算額科目 ９月末までの執行額 決算見込額

手数．料 ２，０００ ６５０ ２，０００

通信饗 ５，０００ ２，０８４ ５，００=⑧

消耗品費 ２，０００ ０ ２，０００

会議賛 １０，０００ ６，９２１ ３０，０００

会報賛 ロ ０ ﾛ

予備饗 ７５，０３５ １，９８０ ３０，０００

合計 ９４，０３５ ＜６９，０００１１，６３５

(１５年度への繰越金見込み１１０，０６２－６９，０００＝４１，０６２）
：‐～

4.,15年度活動計画並びに予算案

①活動計画．

○情報交換の促進

・会員からの情報提供活性化：・・ホームページの活用促進

○会報並びにニュースレターの発行

・会報への寄稿促進・ニュースレターへの情報提供

P▽

雫

科目 １４年予算額 ９月末までの収入額 決算見込額

前期繰越金 ５２，０３５ ６８，０６２．． ６８，０６２

会費 ４２，０００ ３５．０００ ４２，０００

寄付≦ ０

’
０

０

合計 ９４，０３５ １０３，０６２ １１０．０６２

科目 １４年予算額 ９月末までの執行額 決算見込額

手数料 ２，０００ ６５０ ２．０００

通信賛 ５，０００ ２，０８４ ５，００=自０

消耗品賛 ２，０００ ０ ２．０００

会議賛 １０，０００ ６，９２１ ３０．０００

会報賛 ０ ０ ０

予備費 ７５，０３５ １，９８０ ３０，０００

合計 ９４，０３５ １１．６３５ ＜６９，０００
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②予算案

《収入の部》

１
－ 前年度予算額’１５年度予算額科・目 前年比

前期繰越金 ５２，０３５ ４１，０６２１１－１０，９７３

会 轡 ４２，０００ ４２，０００ 、

寄付Ⅶ H１ 、 ﾛ

合計 ９４，０３５１８３，０６２１１－１０，９７３

《支出の部》

科目｜前年度予算額’１５年度予算額Ｉ前年比

手数料 ２，０００ ２，０００ ロ

通信蕎 ５，０００ ５，０００ ロ

消耗品饗 ２，０００ ２，０００ 回

会議賛 １０，０００’１０，０００ ﾛ

会報賛 ﾛ ロ Ｈ

予備賢 ７５，０３５１６４，０６２１－１０，９７３

合計 ９４，０３５１８３，０６２１－１０，９７３

５役員改選

規約の役員定数 １１４年度役員

代表１名｜浦野明央北海道大学・名誉教授

副代表１名｜寺島一男大雪と石狩の自然を守る会。代表

事務局長１名 木村･義一北海道サーモン協会・代表

幹事若干名 市村･政樹標津サーモン科学館・館長

千葉養子とかち・帯広サケの会・会長

河村博環境生態系保全アドバイザー

監査２名 石黒武彦水産総合研究センター・特任部長

山1二|洋一えにわ市民サケの会。会長

規約「役員」役員は総会で選釧任し，代表、副代表、事務局長、幹事、監査

の役職選任は、役員の互選による。

役員の任期は２年とし、再任を妨げない。

その他

・規約の改正「顧問」の新設

改正案（規約｢役員｣の項に付帯）

【この会に顧問を侭くことが出来る】

６．

科・目 前年度予算額 １５年度予算額 前年比

前期繰越金 ５２．０３５ ４１．０６２ －１０，９７３

会費 ４２。（）００ ４２２０００

０

寄付． ０ ０ ０

合計 ９４，０３５ ８３．０６２ －１０．９７３

科目 前年度予算額 １５年度予算額 前年比

手数料 ２，０００ ２，０００ ０

通信費 ５，０００ ５，０００ ０

消耗品賛 ２，０００ ２，０００ ０

会議賛 １０，０００ １０．０００ ０

会報賛 ０ ０ ０

予備賛 ７５．０３５ ６４．０６２ －１０．９７３

合計 ９４，０３５ ８３．０６２ －１０，９７３

規約の役員定数 １１４年度役員

代表１名 浦野|ﾘ]央北海道大学・名誉教授

副代表１名 寺島一男大雪と石狩の自然を守る会。代表

事務局長１名 木村義一北海道サーモン協会・代表

幹事若干名 市村政樹標津サーモン科学館・館長

千葉養子とかち・帯広サケの会・会長

河村博環境生態系保全アドバイザー

監査２名 石黒武彦水産総合研究センター・特任部長

山i=|洋一えにわ市民サケの会。会長



２０１４年度

北)毎道サケ会議次第

日時

場所

主催

２０１４年１０月１８日（士）14:00~17:００

住藤水産文化ホーノレ

北海道サーモン協会。共催北海道サケネットワーク

｢サケをシンボルとした故郷教育」テーマ

【趣旨】

当会が'二1指す活動の方向は「サケをシンボルとして『豊かな故郷』を守

り伝える」ことであり、そこで意味する「サケ学習」とは海洋、山岳と地

球全体にかかわる生態を学ぶことである。その観点から、主に青少年の

「サケ教育」の現状について考える。

開会挨拶北海道サーモン協会代表 木村 義

講演「初等中等教育における海の生き物」’4:05～

東京大学特任教授窪川かおる氏

講演「標津サーモン科学館の教育活動」］4:45～

標津サーモン科学館館長市村政樹氏

講演「サケを通して伝えたいこと」
北海道大学名誉教授

１５:05～

浦野明央氏

体 舌自
〃u旦刀､ 15225～

総合討論「サケ教育の現状と課題」

総合司会

１５２３５

河村博氏

（各５分）

寺島一男氏
佐藤信洋氏
荒金利佳氏
森山信康氏

スピーチ

・大雪と石狩の自然を守る会
。札'滉市豊平川さけ科学館
・千歳サケのふるさと館
・札幌市東白石小学校



旭川におげるサケ教育活動

大雪と石狩の自然を守る会
あさひかわサケの会

主な内容と取り組み期間 活動写真主な活動名Nｑ

家庭や学校等におけるサケの飼い方の
ノウ・ハウ勉強会。飼育読本の作成
（市民募集)。

年３～４回開催（１１月～３月）

さけゼミナール１

|鯛|鯛

iiiiiliiiilijiiiiiiiI
家庭・幼稚園・小中高・病院等の水槽
でサケのふ化・飼育・放流を実施
（市民募集)。

毎年１２月～３月

サケの里親活動２

1１
アイヌの人たちと河川敷で、サケ放流
時と迎える時期に実施（市民参加)。

鐘
！カムイチェプ・ノミ３

年２回（３月・９月）

己

二i三】蕊KＪ１ＫＨｉ111と河川環境をテーマにした学習会
（市民募集)。

市民学習会・ちゃらんけ４

鶴
Ｊ■ｌ」に■

年１～２回（不定期）

霧豪公民館・市内ＮＰＯ団体と連携して開
催（科学館・公民館など)。

年３回（６月・１０月・１１月）
：！パネル展示・サケ写真展５

」廻關

■Ｉ

11

9石狩)||河川敷のウォーキングと河川環
境の観察（市民募集）

年１回（６月）

1１

石狩川サケ。ウォーキング６

鍬
サケの遡上前に河川（忠別)||）のゴミ
拾い（市民募集）サケを迎える

クリーン・ウォーク
７

年１～２回（９月）

鐵iii
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ｄｑ

石狩川上流域の河川及びサケの遡上す
る道央圏の河川見学ツアー(市民募集）バスツアー

８
サケのふるさとを訪ねて

年１回（不定期）

ロ

ii1ii零iiii1i曇ｉＥ
サケの生態･歴史などに関する学習会。
講演会（市民募集）

サケ学習会９

年１回（不定期）

公民館の“お試し講座”を利用して、
サケのミニ講話・解剖とサケ料理おいしいサケ・クッキング1０

年１回（１０月）

iiliilillU1111iiiiiiiIiilIiiiillillll
石狩川に人口産卵床を造成し受精卵を
埋設・モニタリング（市民参加)。

サケ人工産卵床づくり1１

毎年１０月～１１月に造成。１２月に
埋設。

サケの遡上に合わせて産卵床とホッチ
ャレを調査。サケ産卵床・

ホッチャレ調査
1２

年２～４回（１０月～１２月）

市民を募集して実施するサケの案内人
を養成する講座。

サケ案内人養成講座1３

年１～２回（９月）

△△hＬ

サケの遡上を見学に来る市民に対しガ
イド活動。 Ｕ７ｏ

茸■

サケ案内人活動1４

年４～６回（１０月・日曜・祭日の午
前・午後）

〆

蓬
学校・公民館・地域学習会等でサケに
関する講義・現地見学会。旭川環境ア
ドバイザーに登録サケ出前講座1５

年３～６回（不定期）

．、鎖
■
■
已

町
０
瓜
ｌ
ｒ
‐

８
バスツアー

サケのふるさとを訪ねて

石狩)11上流域の河)||及びサケの遡上す
る道央圏の河｣１１見学ツアー(市民募集）

年１回（不定期）

馳卍昆缶囹呂

蔦

霧

９ サケ学習会

サケの生態･歴史などに関する学習会・
講演会（市民募集）

年１回（不定期）

1０ おいしいサケ・クッキング
公民館の“お試し講座”を利用して、
サケのミニ講話・解剖とサケ料理

年１回（１０月）

１１ サケ人工産卵床づくり

石狩)||に人口産卵床を造成し受精卵を
埋設・モニタリング（市民参加)。

毎年１０月～１１月に造成。１２月に
埋設。

iili
鑑

藤
il;Ｍ

蕊

jll
m

;「

■U
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騨
毎§

鱗ｉ

鱸

２１ サケ産卵床.

ホッチャレ調査

サケの遡上に合わせて産卵床とホッチ
ヤレを調査。

年２～４回（１０月～１２月）

襲

讓

＃

掴

＃

＃

1３ サケ案内人養成講座

市民を募集して実施するサケの案内人
を養成する講座。

年１～２回（９月）

ｍ
１ｇ
Ｉ
－と

｡’鑿
● ［

1４ サケ案内人活動

サケの遡上を見学に来る市民に対しガ
イド活動。

年４～６回（１０月・日曜・祭日の午
前・午後）

鑿
淘wJMll

■ごHｄｍ

露
溝司

篭

サケ出前講座

学校・公民館。地域学習会等でサケに
関する講義・現地見学会。旭｣I|環境ア
ドバイザーに登録

年３～６回（不定期）



１４会員名簿および会議出席者（敬称略）

会員名 出席者糸 ネットワ 交流会サケ

会議一ク総会

北海道立総合研究機楠

さけます内水面水産試験場

水産総合研究センター北海遁区 石黒武彦笠達宏泰 ○○ ○○ ○×２

水産研究所 鈴木英治松永歩美 ○○×× ××

３１千歳サケのふるさと館 荒金利佳 ○ 園 ○

４１標津サーモン科･学館 市村政樹 ○ ○ 囮

５１札幌市豊平川さけ科学館 佐藤信祥 ○ ○ ×

6l北海道大学理学院 浦野明央 ○ ○’○

7|岩手大学三陸復興推進機構

北海道大学北方圏生物圏§

フィールド科学センター

９１サクラマスサンクチュアリーセンターｌ河村博 ○ 国 ○

ｌＯｌ札幌市立東白石小学校 森山信康小林俊Ⅱ背’○○’○○｜××

１１｜札'幌市環境局みどりの推進部ｌ阿部寛子 ○ ○ ×

'２１トカチエコロジーパーク財・団

lｌえにわ市民サケの会

とかち帯広サケの会 千葉護･子伊藤昭広 ×○ ×○ ○○７

石垣章 ○ ○ ○

３１大雪と石狩の自然を守る会 寺島一男渡辺辰夫’○ｘｌＯメ｜××
北海道サーモン協会 木村義一，糊111-男４ ○○ ○○ ○○

高橘寿一小川和宏 ○○ ○○ ○○

岩坂量哲夫 ○ ○ ○

511丸水札'幌中央水産WＮ 滝谷輝一石原一平’○○’○○｜××

６１高橋水産㈱

7|佐藤水産㈱

8|網走漁業協同組合

9|長万部漁業協同組合

１０｜十勝川の生態系i写生実行委員会

Ｉ１１標津漁業協同組合

あさひかわサケの会 谷山翔二北]lib悴二 ○○ ○○１２ ××

北島|脹子 ○ ○ ×

ご来賓

;-’
東京大学特任教授 窪川かおる ○’○

|’ 小学校教諭アイヌ文化研究者 佐々木'111[司 ○１○

会員名 |:[|席者`ｉｚｌ ネットワ

－ク総会

サケ

会誌

交流会

北海道立総合研究機構

さけます内水面水産試験場

２ 水産総合研究センター北海道区

水産研究所

石黒武彦安達宏泰

鈴木英治松永歩美

○○

××

○○

○○

○×

××

３ 千歳サケのふるさと館 荒金利佳 ○ ○ ○

４ 標津サーモン科学館 市村政樹 ○ ○ ○

５ 札幌市豊平)||さけ科学館 佐藤信洋 ○ ○ ×

６ 北海道大学理学院 浦野明央 ○ ○ ○

７ 岩手大学三l壁復興推進機構

８ 北海道大学北方圏生物圏

フィールド科学センター

， サクラマスサンクチュアリーセンター 河村博 ○ ○ ○

1０ 札幌市立東白石小学校 森|｣｣信康小林俊晴 ○○ ○○ ××

l］ 札'幌市環境局みどりの推進部 阿部寛子 ○ ○ ×

1２ トカチエコロジーパーク財・団

えにわ市民サケの会

２ とかち帯広サケの会 千葉養子伊藤昭広

石垣章

×○

○

×○

○

○○

○

３ 大雪と石狩の自然を守る会 寺島一男渡辺辰夫 ｏｘ Ｏ〉（ ××

４ 北海道サーモン協会 木村義一，糊111-男

高橘寿一小川和宏

岩坂哲夫

○○

○○

○

○○

○○

○

○○

○○

○

５ 丸水札'幌中央水産㈱ 滝谷輝一石原一平 ○○ ○○ ××

６ 高橋水産㈱

７ 佐藤水産㈱

８ 網走漁業協同組合

９ 長万部漁業協同組合

1０ 十勝)||の生態系再生実行委員会

1１ 標津漁業協同組合

1２ あさひかわサケの会 谷山翔二北１１筋惇二

北島睦子

○○

○

○○

○

××

×

東京大学特任教授 窪)11かおる ○ ○ ○

小学校教諭アイヌ文化研究者 (左々木li1i司 ○ ○ ○


